















ト はじめに_;帯分子 /帯分子嘩合系の串_平衡_歩度 の時間発展ミ羊?I_1_て
物性物理学の分野において､平術系の統計力学的研究が進展するにつれて､多 くの研究者の興味
がより困難な非平術 ･非線形系の統計力学的研究に向けられるのは自然の勢いと嘗えよう｡近年､
















展 してきた｡ パターン形成の機嫌 ･運動 ･嫌連に関しては､ 主にそのグローバルな特徴が問題と
きれて来たにとど まり､バターンの細非の特徴くローカルな特徴､例えば界面練達の時間発展)にま
で､首及きれることはなかったといっても過首ではない｡
高分子混合系の特徴は､ 低分子混合系に比 し､極めて長い特性時間 tc及び特性距離 号を持つ｡
この特徴を利用することにより､相転移に伴うバ ターン形成の全貌を極限的に明 らかにすることも
可能と思われる｡即ち臨界点の近傍でのバターン形成のみならず､結界点から離れた深いクエンチ
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用いた拭料は､ポリブタジエン (PB)/ポ リイソプレン (PI)混合系である｡ これらの試料
のキャラクタリゼ-シ3ンをTablelに示す｡ この混合系は､LCST型の相図を有 し､ほぼ磁界
組成のPB/Pl=60/50(vt/vt)の混合系のスピノーダル温度は､26土 loCである｡測







定の強度 Inは増大してゆく｡そして､ このqい IAは,
とq*m;t'oa譲 tl表される｡この ｡ ‥ Ih の遥品左化を醐 散プ｡ツトしたものを図｡遇 ｡
図4の各プロッ トの傾きより､スケーリング指数 a.βの値を求めることができる｡ このaとβの
関係がβ>3αからβ=3aへと変化する時間が､中期過程から後期過程へのクロスオーバー点 t
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図6 ∑(t)及び ∑(t)/qm(I)の時間変化
J')後期過程 Ⅰ･･浦度ゆらぎの振幅又は渦度差△4)は平射値に達 し､ ドメイン練達の大きさのみ
が時間とともに変化する過程｡雄途の時間発展は3つの長さのスケールの時間発展､即ち^ nくt'),
1/∑くt),i-(t)により記述きれ､スケーリング指数 β,a,γの間には､ β=3a ･･･ (8)






観測に用いる長さ0'スケール rが r>Rnでは､ 界面は図 1に示すように 〟波打ち､入 り込ん
でいる"ためスケーリング関数の漸近挙動F(x)～ .7-∩ を特徴すける指数 nはn=6-7となる
が､rく Rn では､界面は充分に "平ら"となり､n"=4となる (より厳密にはく5)式､図5)｡ n
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-ン形成は以下の東田により､より祐雑多彩になることを甘及 したい｡
(i)非鴎界組成
相分離の進行に伴い､共連続構造(bicontinuous.perco一atedstructure)から少数相が離
散的となるクラスター嫌速く海一島練達)へと相分離練達そのものが変化するくPercolation･Cluster
転移)こと､この転移に伴い成長別も変化することが観察された｡ 重合度の高い高分子対では､こ
の転移により成長停止も起こり得るくspontaneouspinning)｡
(ij)結晶化､ガラス化
相分離の進行に伴い､少なくとも一方の成分のガラス化､結晶化が起こるときには､相分
離の進行の停止が起こり縛る(physicalpinnin島)｡相分離の停止は､架橋反応等を化学反応によっ
ても起こる(chemicalpinning)｡ゲル化も同様にバ ターン形成に影響を及ぼす｡
(iii)少なくとも-成分がブロック又はグラフ トポ リマーの場合
液一液相転移のみならず､コポ リマーの ミクロ相転移も発現し締るので､一般にこ種の相
転移の効果を考推する必車がある｡
(川)外堵 (変形､流動)の効果
(∨)律法発展に及ぼす帯分子鎖の絡み合い効果一換算7'El､ソト上の換井パラメーターの非普遍性
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